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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カラーインク滴とブラックインク滴を重ねてブ
ラック画像を形成する印字方法において、双方向印字を
行う際の色差が少なく、高濃度で印字できるインクジェ
ット記録用インクセット及びこれを用いたインクジェッ
ト記録方法の提供。
【解決手段】ブラックインクと、少なくとも一色のカラ
ーインクとからなるインクジェット記録用インクセット
において、ブラックインク及びカラーインクは、それぞ
れ色材、水、水溶性有機溶剤及び界面活性剤を含み、ブ
ラックインクは、色材として、表面に親水性基を有し分
散剤なしで水に分散可能なカーボンブラックを含み、カ
ラーインクのみが、界面活性剤として、特定の化学構造
のフッ素系界面活性剤を含むインクジェット記録用イン
クセット。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブラックインクと、少なくとも一色のカラーインクとからなるインクジェット記録用イ
ンクセットにおいて、ブラックインク及びカラーインクは、それぞれ色材、水、水溶性有
機溶剤及び界面活性剤を含み、ブラックインクは、色材として、表面に親水性基を有し分
散剤なしで水に分散可能なカーボンブラックを含み、カラーインクのみが、界面活性剤と
して、下記化学式１で表されるフッ素系界面活性剤を含むことを特徴とするインクジェッ
ト記録用インクセット。
【化１】

（式中、Ｒｆはフッ素含有アルキル基、Ｒ１はアニオン基、Ｒ２はカチオン基、ｑは正の
整数を表す。）
【請求項２】
　カラーインクが、色材として顔料を含むことを特徴とする請求項１に記載のインクジェ
ット記録用インクセット。
【請求項３】
　カラーインクに含まれる顔料が、下記化学式４で表される化合物によって分散されてい
ることを特徴とする請求項２に記載のインクジェット記録用インクセット。

【化２】

（式中、Ｒ１は炭素数１～２０のアルキル基、アリル基、アラルキル基の何れかを表す。
Ｌは０～７の整数を表す。ｎは２０～２００の整数を表す。）
【請求項４】
　ブラックインクのみが、界面活性剤として、下記化学式２で表されるフッ素系界面活性
剤を含むことを特徴とする請求項１～３の何れかに記載のインクジェット記録用インクセ
ット。
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【化３】

（式中、Ｒｆはフッ素含有アルキル基、ｎ、ｍ、ｐは０以上の整数を表す。）
【請求項５】
　ブラックインクに、更に樹脂エマルジョンを含むことを特徴とする請求項１～４の何れ
かに記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項６】
　２つ以上のインク吐出用ヘッドを有するインクジェット記録装置を用い、ブラックイン
ク滴と少なくとも１色のカラーインク滴を重ねて双方向印刷でブラック画像を形成するイ
ンクジェット記録方法において、請求項１～５の何れかに記載のインクセットを用いるこ
とを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録用インクセット及びこれを用いたインクジェット記録方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方式は、電子写真方式と比べて本体価格が抑えられること、消費電
力が少なく印字コストが抑えられることという利点があり、パーソナル用、オフィス用共
に広く普及している。安全性や環境配慮の点から水性インクが主流となっており、色材、
水、水溶性溶剤からなるインクが主に用いられている。しかし、これらのインクを用いた
インクジェット印字画像は、電子写真と比べると普通紙上で滲む傾向があり、より高い品
質を求めて高画質化が課題となっている。
　また、インクジェット記録方式においてインク吐出用ヘッドを走査させて記録を行う場
合、電子写真方式と比べると記録速度の点で不利となる。そこで、記録速度の高速化を狙
って、吐出ノズル数を増やす方法や、走査の往路と復路の両方で記録を行うこと（双方向
印字）によって走査回数を減らす方法などが実施されている。
　しかしながら、インク色の重ね方によっては著しく画像濃度が低下してしまうことがあ
る。例えば、ブラックインク滴を打った後にカラーインク滴を打った場合（例えば往路時
）と、カラーインク滴を打った後にブラックインク滴を打った場合（例えば復路時）では
後者の方が著しく濃度が低下する。この現象については、図１（Ｂ）に示すように、先に
打ったインク滴（α）が紙面表面近くに留まり、後に打ったインク滴（β）は内部に浸透
するためと考えられる。
　このような現象は、双方向印字を行う際、往路と復路で画像濃度の差を発生させてしま
う原因となる。カラーインク滴とブラックインク滴を混在させて形成されるブラック画像
において、吐出順が変わる往路と復路で画像濃度に差が発生しないようにするためには、
カラーインク滴を先に打った場合に、後から打ったブラックインク滴が内部に浸透してい
くのを防ぐために、メディア表面で凝集する手段が有効である。
【０００３】
　特許文献１の発明では、ブラック画像を形成する際に、ブラックインク印字部にカラー
インクを重ねて吐出すること、即ち、アニオン性のブラックインクに、カチオン性のシア
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ンインク、マゼンタインク、イエローインクの何れかを重ねることにより、ブラックイン
クの色材を不溶化させて画像濃度を高めることが行われている。しかし、この方法では、
カチオン性のインクをどの色にするかによってノズル配列が限定されてしまう。
　特許文献２の発明では、アニオン性のブラックインクとカチオン性の淡色インクを重ね
てブラック画像を形成する方法が開示されている。しかし、この方法は淡色インクのため
のヘッドを別に設ける必要があり、装置が大きくなるだけでなく、カートリッジ数が増え
るためコストアップにも繋がる。
　このように、イオン性の違いを利用してブラックインクを凝集させ表面に留める手段は
提案されているが、吐出順によって画像濃度に差が生じることなく、吐出安定性に優れ、
画像品質に優れるインクセットは実現できていないのが現状である。
　一方、特許文献３には、ブラックインクと、シアン、マゼンタ、イエローの各カラーイ
ンクからなるインクセットであって、本発明と同じ界面活性剤を用いた発明が開示されて
いる。しかしながら、本発明が課題とする双方向印字を行う際の色差の減少及びその解決
手段に関しては記載も示唆もされていない。このことは、本発明ではあり得ない、ブラッ
クインクとカラーインクに同種類の界面活性剤を用いる場合を請求項５としていることか
らも明らかである。
【０００４】
【特許文献１】特許第３３２０２９２号公報
【特許文献２】特許第３２０４７６１号公報
【特許文献３】特開２００７－１４６１３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、カラーインク滴とブラックインク滴を重ねてブラック画像を形成する印字方
法において、双方向印字を行う際の色差が少なく、高濃度で印字できるインクジェット記
録用インクセット及びこれを用いたインクジェット記録方法の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題は、次の１）～６）の発明によって解決される。
　１）　ブラックインクと、少なくとも一色のカラーインクとからなるインクジェット記
録用インクセットにおいて、ブラックインク及びカラーインクは、それぞれ色材、水、水
溶性有機溶剤及び界面活性剤を含み、ブラックインクは、色材として、表面に親水性基を
有し分散剤なしで水に分散可能なカーボンブラックを含み、カラーインクのみが、界面活
性剤として、下記化学式１で表されるフッ素系界面活性剤を含むことを特徴とするインク
ジェット記録用インクセット。
【化４】

（式中、Ｒｆはフッ素含有アルキル基、Ｒ１はアニオン基、Ｒ２はカチオン基、ｑは正の
整数を表す。）
　２）　カラーインクが、色材として顔料を含むことを特徴とする１）に記載のインクジ
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ェット記録用インクセット。
　３）　カラーインクに含まれる顔料が、下記化学式４で表される化合物によって分散さ
れていることを特徴とする２）に記載のインクジェット記録用インクセット。
【化５】

（式中、Ｒ１は炭素数１～２０のアルキル基、アリル基、アラルキル基の何れかを表す。
Ｌは０～７の整数を表す。ｎは２０～２００の整数を表す。）
　４）　ブラックインクのみが、界面活性剤として、下記化学式２で表されるフッ素系界
面活性剤を含むことを特徴とする１）～３）の何れかに記載のインクジェット記録用イン
クセット。

【化６】

（式中、Ｒｆはフッ素含有アルキル基、ｎ、ｍ、ｐは０以上の整数を表す。）
　５）　ブラックインクに、更に樹脂エマルジョンを含むことを特徴とする１）～４）の
何れかに記載のインクジェット記録用インクセット。
　６）　２つ以上のインク吐出用ヘッドを有するインクジェット記録装置を用い、ブラッ
クインク滴と少なくとも１色のカラーインク滴を重ねて双方向印刷でブラック画像を形成
するインクジェット記録方法において、１）～５）の何れかに記載のインクセットを用い
ることを特徴とするインクジェット記録方法。
【０００７】
　以下、上記本発明について詳しく説明する。
　本発明のインクジェット記録用インクセットに用いることができる界面活性剤としては
、アニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤、ノニオン系界面活性剤、両性界面活性
剤、フッ素系界面活性剤などが挙げられるが、本発明では、カラーインクのみに化学式１
で表されるフッ素系界面活性剤を含むことを特徴とする。
　化学式１において、Ｒｆのフッ素含有アルキル基としては炭素数３以下のものが好まし
く、例えば、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－Ｃ３Ｆ７などが挙げられる。Ｒ１のアニオン
基としては、－ＳＯ３、－ＰＯ３などが挙げられる。Ｒ２のカチオン基としては、－ＮＨ

４、Ｎａ、Ｋ、Ｌｉなどが挙げられる。ｑは、好ましくは１～６である。
　このようなフッ素系界面活性剤の市販品としては、ＯＭＮＯＶＡ社製のＰＦ－１３６Ａ
（Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝～６）、ＰＦ－１５６Ａ（Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３、ｑ＝～６）などが
挙げられる。
【０００８】
　更に、ブラックインクのみに化学式２で表されるフッ素系界面活性剤を含むことが好ま
しい。化学式２において、Ｒｆのフッ素含有アルキル基としては、炭素数３以下のものが
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好ましく、例えば、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－Ｃ３Ｆ７などが挙げられる。ｎ、ｍ、
ｐは、好ましくはｎ＝０～４、ｍ＝０～２０、ｐ＝０～４である。
　このようなフッ素系界面活性剤の市販品としては、ＯＭＮＯＶＡ社製のＰＦ－１５１Ｎ
（Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３、ｎ＝０～４、ｍ＝０～２０、ｐ＝０～４）などが挙げられる。
　フッ素系界面活性剤は少ない添加量で表面張力を下げることができ、インクに添加した
場合、メディアへの濡れ性、浸透性が良好となる。また、化学式１や化学式２において、
Ｒｆの炭素数が３以下のものは低起泡性であり、インクとして用いた場合に、カートリッ
ジ充填時やプリンター内での泡立ちが少ないという利点がある。
　一方、従来用いられてきたフッ素系界面活性剤は、製造過程でＰＦＯＳ（パーフルオロ
オクタンスルホン酸）やＰＦＯＡ（パーフルオロオクタン酸）が発生するが、米国環境保
護庁（ＥＰＡ）は、「フッ素と結合している炭素数が４よりも大きい化合物は人体への蓄
積性がある」と指摘しており、安全性に問題がある。しかし、Ｒｆの炭素数が３以下であ
れば、フッ化炭素鎖が短く主鎖の分子量が大きいため、人体に蓄積せず安全性が高い。こ
のように、安全性の面からもＲｆの炭素数が３以下のものを用いることが好ましい。
【０００９】
　本発明のインクセットにおいて、化学式１で表されるフッ素系界面活性剤をカラーイン
クのみに用いる理由は、この界面活性剤を、表面に親水性基を有し分散剤なしで水に分散
可能なカーボンブラック（自己分散型カーボンブラック）と一緒に用いると相溶性が悪く
、後述する実施例のように６５℃で１ヶ月間保存するというような厳しい環境におくと、
増粘・凝集を引き起こすからである。
　一方、化学式２で表されるフッ素系界面活性剤は、カーボンブラック分散体と一緒に用
いても増粘・凝集を引き起こすことはない。
　そして、本発明に係るカラーインク滴が着弾した上にブラックインク滴を打った場合、
水や溶剤は蒸発又は浸透しているが、化学式１で表されるフッ素系界面活性剤はカラー色
材などの固形分と一緒に紙の繊維に沿って残っており、カーボンブラックを凝集させるこ
とができる。このため色材が内部へ浸透して画像濃度が低下するのを防ぐことができる。
　化学式１で表されるフッ素系界面活性剤の含有量は、重量基準で、カラーインクにおけ
る色材１に対して０．１～２．０が好ましく、０．１～１．０がより好ましい。該含有量
範囲であれば、平均粒径の小さいインクを提供できる。含有量が０．１未満では、色材の
分散が不十分となることがあり、２．０を超えると、インクの粘度が高すぎてインクジェ
ット方式での記録が困難になることがある。
【００１０】
　ブラックインクは、上記化学式２以外のフッ素系界面活性剤を含んでいてもよく、例え
ば、下記化学式３で表されるもの（ＤｕＰｏｎｔ社製、Ｚｏｎｙｌ　ＦＳＯ）が挙げられ
る。
【化７】

　（式中、ｍは０～１０の整数、ｎは１～４０の整数を表す。）
　上記以外の使用可能なフッ素系界面活性剤としては、サーフロンＳ－１１１，Ｓ－１１
２，Ｓ－１１３，Ｓ１２１，Ｓ１３１，Ｓ１３２，Ｓ－１４１，Ｓ－１４５（旭硝子社製
）、フルラードＦＣ－９３，ＦＣ－９５，ＦＣ－９８，ＦＣ－１２９，ＦＣ－１３５，Ｆ
Ｃ－１７０Ｃ，ＦＣ－４３０，ＦＣ－４３１，ＦＣ－４４３０（住友スリーエム社製）、
メガファックＦ－４７０，Ｆ－１４０５，Ｆ４７４（大日本インク化学工業社製）、ゾニ
ールＦＳ－３００，ＦＳＮ，ＦＳＮ－１００，ＦＳＯ（デュポン社製）、エフトップＥＦ
－３５１，３５２，８０１、８０２（ジェムコ社製）などが挙げられる。
【００１１】
　ブラックインクに用いることができるフッ素系界面活性剤以外の例としては、次のよう
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なものが挙げられる。
　アニオン系界面活性剤としては、アルキルアリルスルホン酸塩、アルキルナフタレンス
ルホン酸塩、アルキルリン酸塩、アルキル硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、アルキルエー
テル硫酸塩、アルキルスルホコハク酸塩、アルキルエステル硫酸塩、アルキルベンゼンス
ルホン酸塩、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸塩、アルキルアリールエーテルリ
ン酸塩、アルキルアリールエーテル硫酸塩、アルキルアリールエーテルエステル硫酸塩、
オレフィンスルホン酸塩、アルカンオレフィンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、エーテルカ
ルボキシレート、スルホコハク酸塩、α－スルホ脂肪酸エステル、脂肪酸塩、高級脂肪酸
とアミノ酸の縮合物、ナフテン酸塩などが挙げられる。
【００１２】
　カチオン系界面活性剤としては、例えば、アルキルアミン塩、ジアルキルアミン塩、脂
肪族アミン塩、ベンザルコニウム塩、第４級アンモニウム塩、アルキルピリジニウム塩、
イミダゾリニウム塩、スルホニウム塩、ホスホニウム塩などが挙げられる。
　ノニオン系界面活性剤としては、アセチレングリコール系界面活性剤、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエステル及びポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルなどを挙げるこ
とができる。
　両性界面活性剤としては、イミダゾリニウムベタインなどのイミダゾリン誘導体、ジメ
チルアルキルラウリルベタイン、アルキルグリシン、アルキルジ（アミノエチル）グリシ
ンなどが挙げられる。
【００１３】
　本発明のインクセットでは、ブラックインクの色材として、表面に親水性基を有し分散
剤なしで水に分散可能なカーボンブラックを含むようにする。また、カーボンブラックと
しては一次粒径が１５～４０ｎｍ、ＢＥＴ法による比表面積が５０～３００ｍ２／ｇ、Ｄ
ＢＰ吸油量が４０～１５０ｍｌ／１００ｇ、ｐＨ値が２～９のものが好ましい。このよう
なカーボンブラックは、公知のチャンネル法、オイルファーネス法、ファーネス法、アセ
チレンブラック法、サーマルブラック法などにより製造することができる。
【００１４】
　その具体例としては、例えば、＃２７００、＃２６５０、＃２６００、＃２４５０Ｂ、
＃２４００Ｂ、＃２３５０、＃２３０、＃１０００、＃９９０、＃９８０、＃９７０、＃
９６０、＃９５０、＃９００、＃８５０、＃７５０Ｂ、ＭＣＦ８８、＃６５０Ｂ、ＭＡ６
００、ＭＡ７７、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１１、ＭＡ１００、ＭＡ１００Ｒ、ＭＡ１００Ｓ
、ＭＡ２２０、ＭＡ２３０、ＭＡ２００ＲＢ、ＭＡ１４、＃５２、＃５０、＃４７、＃４
５、＃４５Ｌ、＃４４、＃４０、＃３３、＃３２、＃３０、＃２５、＃２０、＃１０、＃
５、＃９５、＃８５、ＣＦ９、＃２６０（以上、三菱化学製）、Ｒａｖｅｎ７００、同５
７５０、同５２５０、同５０００、同３５００、同１２５５（以上、コロンビア製）、Ｒ
ｅｇａｌ４００Ｒ、同３３０Ｒ、同６６０Ｒ、ＭｏｇｕｌＬ、Ｍｏｎａｒｃｈ７００、同
８００、同８８０、同９００、同１０００、同１１００、同１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ１
４００（以上、キャボット製）、カラーブラックＦＷ１、同ＦＷ２、同ＦＷ２Ｖ、同ＦＷ
１８、同ＦＷ２００、同Ｓ１５０、同Ｓ１６０、同Ｓ１７０、プリンテックス３５、同Ｕ
、同Ｖ、同１４０Ｕ、同１４０Ｖ、スペシャルブラック６、同５、同４Ａ、同４（以上、
デグッサ製）、トーカブラック＃８５００、同＃８３００、同＃７５５０、同＃７４００
、同＃７３６０、同＃７３５０、同＃７２７０、同＃７１００（以上、東海カーボン製）
、シヨウブラックＮ１１０、同Ｎ２２０、同Ｎ２３４、同Ｎ３３９、同Ｎ３３０、同Ｎ３
２６、同Ｎ３３０Ｔ、同ＭＡＦ、同Ｎ５５０（以上、昭和キャボット製）などが挙げられ
る。
【００１５】
　カーボンブラックの表面を改質し親水性官能基によって分散剤なしで水に分散可能とす
る方法としては、例えば、次亜塩素酸塩、亜塩素酸塩、塩素酸塩、過硫酸塩、過硼酸塩、
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過炭酸塩などのアルカリ金属塩やアンモニウム塩などの酸化剤水溶液中にカーボンブラッ
クを添加して酸化処理する方法、低温酸化プラズマ処理する方法、オゾンによって酸化す
る方法などが挙げられる。
　親水性基としては、例えば、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍ、－ＰＯ３ＨＭ、－ＰＯ３Ｍ２、
－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨＣＯＲ（ただし、式中のＭは、水素原子、アルカリ金属、
アンモニウム又は有機アンモニウムを表す。Ｒは、炭素原子数１～１２のアルキル基、置
換基を有してもよいフェニル基又は置換基を有してもよいナフチル基を表す。）などが挙
げられる。これらの中でも、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍが表面に結合されたものが好ましい
。前記「Ｍ」のアルカリ金属としては、リチウム、ナトリウム、カリウムが挙げられ、有
機アンモニウムとしては、例えば、モノ乃至トリメチルアンモニウム、モノ乃至トリエチ
ルアンモニウム、モノ乃至トリメタノールアンモニウムが挙げられる。
【００１６】
　また、カーボンブラックを３－アミノ－Ｎ－エチルピリジウムブロマイドで処理するこ
とにより、Ｎ－エチルピリジル基を結合させたり、ジアゾニウム塩を反応させることによ
り、カチオン性親水性基を導入することもできる。該カチオン性親水性基としては、例え
ば、下記に挙げる第４級アンモニウム基が好ましく、これらの何れかが顔料表面に結合さ
れたものが色材として好適である。
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【化８】

【００１７】
　本発明に係るインクに用いる水溶性有機溶剤としては、特に制限はなく、目的に応じて
適宜選択することができ、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレン
グリコール、１，３－プロパンジオール、１，３－ブタンジオール、２，３－ブタンジオ
ール、１，４－ブタンジオール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，５－ペンタ
ンジオール、テトラエチレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、３－メチル－１，
５－ペンタンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、ポリエチレングリコー
ル、グリセリン、１，２，６－ヘキサントリオール、１，２，４－ブタントリオール、１
，２，３－ブタントリオール、ペトリオールなどの多価アルコール類；エチレングリコー
ルモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコール
モノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコール
モノブチルエーテル、テトラエチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノエチルエーテルなどの多価アルコールアルキルエーテル類；エチレングリコール



(10) JP 2010-70620 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

モノフェニルエーテル、エチレングリコールモノベンジルエーテルなどの多価アルコール
アリールエーテル類；Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリ
ドン、２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミダゾリジノン、ε－カプロラクタムなどの
含窒素複素環化合物；ホルムアミド、Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
アミドなどのアミド類；モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールア
ミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミンなどのアミン類；ジメチル
スルホキシド、スルホラン、チオジエタノールなどの含硫黄化合物類；プロピレンカーボ
ネート、炭酸エチレンなどが挙げられる。
　これらは、１種を単独で使用しても２種以上を併用してもよい。
【００１８】
　これらの中でも、溶解性と水分蒸発による噴射特性不良の防止に対して優れた効果が得
られる点から、グリセリン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレン
グリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコー
ル、１，３－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、３－
メチル－１，３－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、テトラエチレングリコー
ル、１，６－ヘキサンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２－メチル－
２，４－ペンタンジオール、ポリエチレングリコール、１，２，４－ブタントリオール、
１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２
－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドンが好適である。
【００１９】
　前述したように、通常、インク滴を重ねて着弾させる場合、後から着弾したインク滴が
先に着弾したインク滴より内部に浸透する傾向があり、カラーインク滴の上にブラックイ
ンク滴を着弾させた場合、ブラックインクが内部に浸透して画像濃度が低下してしまう。
従って、ブラック画像の濃度低下を防ぐためには、なるべくカーボンブラックを表面に留
める必要がある。また、双方向印刷でカラーインク滴を混ぜてブラック画像を形成する場
合、ブラックインク滴着弾後にカラーインク滴を重ねた場合と、カラーインク滴着弾後に
ブラックインク滴を重ねた場合の画像濃度に差異がなくなるような手段が必要となるが、
本発明のインクセットにおいてはこれを実現することができる。
　本発明のインクセットでは、ｐＨの差やイオン性の差を利用した場合と異なり、インク
滴同士が触れてすぐに凝集する訳ではなく、着弾後、ある程度水や溶剤が蒸発又は浸透し
て界面活性剤の部分的な濃度が上がった状態で凝集が起こるので、隣り合ったインク吐出
用ヘッドに配列されても、吐出に不具合が発生することはない。
　更に、本発明のインクセットにおいて、化学式２のフッ素系界面活性剤はカラーインク
との相溶性が悪く、増粘・凝集を引き起こすことが分かった。従って、ブラックインク滴
を着弾させた後にカラーインク滴を重ねた場合、カラーインクの内部への浸透を抑制する
ことができる。即ち、カラーインクに化学式１の界面活性剤を使用し、ブラックインクに
化学式２の界面活性剤を使用したインクセットを用いれば、より双方向印字による濃度差
を低減し、信頼性の高い印字を行うことができる（実施例２、５、８参照）。
【００２０】
　表面に親水性基を有し分散剤なしで水に分散可能なカーボンブラックは、分散性が良好
であり高画像濃度が得られるが、メディアへの定着性を付与するために別途樹脂を添加し
てもよい。例えば、水に不溶性の樹脂が水に分散した状態で存在するものを用いた場合、
溶媒が蒸発すると樹脂同士が融着して成膜し、色材をメディア上に定着させる効果を持つ
。また、溶媒が蒸発すると増粘・凝集する性質を持ち、色材成分の浸透を抑制するため、
高い画像濃度が得られ且つ裏抜けを防止する効果も得られる。
　樹脂成分としてはアクリル系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、スチレン－ブタジエン系樹脂、
塩化ビニル系樹脂、アクリル－スチレン系樹脂、アクリルシリコーン系樹脂、ブタジエン
系樹脂、スチレン系樹脂、ウレタン樹脂、アクリルウレタン樹脂などが挙げられる。
　樹脂エマルジョンの添加量は、インク全体の０．１～４０重量％となるよう含有するの
が好ましく、より好ましくは１～２５重量％の範囲である。０．１重量％未満では十分な
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定着性が得られないことがあり、４０重量％を超えると、固形分が多く溶媒が少ない組成
となることから、保存安定性が悪化したり、ノズルでの乾燥や固化が発生しやすくなり、
吐出性が低下したりする場合がある。
【００２１】
　本発明に係るカラーインクに使用されるカラー顔料としては、フタロシアニンブルー、
フタロシアニングリーン、キナクリドン、アントラキノン、ペリレン、（チオ）インジゴ
イド、複素環式イエロー、ピラントロンなどが挙げられる。
　フタロシアニンブルーの代表的な例としては、銅フタロシアニンブルー及びその誘導体
（ピグメントブルー１５）が挙げられる。
　キナクリドンの代表的な例としては、ピグメントオレンジ４８、ピグメントオレンジ４
９、ピグメントレッド１２２、ピグメントレッド１９２、ピグメントレッド２０２、ピグ
メントレッド２０６、ピグメントレッド２０７、ピグメントレッド２０９、ピグメントバ
イオレット１９及びピグメントバイオレット４２が挙げられる。
　アントラキノンの代表的な例としては、ピグメントレッド４３、ピグメントレッド１９
４（ペリノンレッド）、ピグメントレッド２１６（臭素化ピラントロンレッド）及びピグ
メントレッド２２６（ピラントロンレッド）が挙げられる。
　ペレリンの代表的な例としては、ピグメントレッド１２３（ベルミリオン）、ピグメン
トレッド１４９（スカーレット）、ピグメントレッド１７９（マルーン）、ピグメントレ
ッド１９０（レッド）、ピグメントバイオレット、ピグメントレッド１８９（イエローシ
ェードレッド）及びピグメントレッド２２４が挙げられる。
　チオインジゴイドの代表的な例としては、ピグメントレッド８６、ピグメントレッド８
７、ピグメントレッド８８、ピグメントレッド１８１、ピグメントレッド１９８、ピグメ
ントバイオレット３６及びピグメントバイオレット３８が挙げられる。
　複素環式イエローの代表的な例としては、ピグメントイエロー１１７及びピグメントイ
エロー１３８が挙げられる。
　その他の適切な着色顔料の例は、Ｔｈｅ　Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ、第三版（Ｔｈｅ
　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ，１９８２）
に記載されている。
【００２２】
　これらの顔料を分散剤を用いて水中に分散させる方法は公知である。
　顔料の分散剤としては、例えば、ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸、アクリル酸－ア
クリロニトリル共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸エステル共重合体、アクリル酸－アク
リル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリ
ル酸共重合体、スチレン－アクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン
－メタクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－α－メチルスチレン
－アクリル酸共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル酸共重合体、アクリル
酸アルキルエステル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、ビニルナフタレン－マレ
イン酸共重合体、酢酸ビニル－エチレン共重合体、酢酸ビニル－脂肪酸ビニルエチレン共
重合体、酢酸ビニル－マレイン酸エステル共重合体、酢酸ビニル－クロトン酸共重合体、
酢酸ビニル－アクリル酸共重合体などが挙げられる。
【００２３】
　なお、本発明のインクセットに用いられるカラーインクでは、前記化学式４で表される
化合物を顔料分散剤として用いることが好ましい。このように親水基としてポリオキシエ
チレン基を含むことにより、顔料表面の電荷を良好に維持することができる。
　前記化学式４において、ｎは、２０～１００が好ましく、３０～５０がより好ましい。
ｎが２０未満では分散安定性が低下する傾向があり、平均粒径が大きい顔料を含むインク
となるため満足な彩度が得られないことがあるし、２００を超えると、インクの粘度が高
くなり、インクジェット記録方式での記録が困難になることがある。
　Ｒ１における炭素数１～２０のアルキル基としては、例えばメチル基、エチル基、プロ
ピル基、ブチル基、イソプロピル基などが挙げられる。
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　Ｒ１におけるアリル基としては、例えば２－プロペニル、２－メチル－２－プロペニル
などが挙げられる。
　Ｒ１におけるアラルキル基としては、例えばベンジル、フェネチル、２－メチルベンジ
ル、３－メチルベンジル、４－メチルベンジルなどが挙げられる。
　前記化学式４で表される化合物の具体例としては、ポリオキシエチレン（ｎ＝２０）－
β－ナフチルエーテル、ポリオキシエチレン（ｎ＝４０）－β－ナフチルエーテル、ポリ
オキシエチレン（ｎ＝６０）－β－ナフチルエーテルなどが挙げられる。これらの中でも
、ポリオキシエチレン（ｎ＝４０）－β－ナフチルエーテルが特に好ましい。
【００２４】
　また、本発明に係るカラーインクでは、色材を含有させたポリマー微粒子の水分散体が
好ましく用いられる。ここで「色材を含有させた」とは、ポリマー微粒子中に色材を封入
した状態及びポリマー微粒子の表面に色材を吸着させた状態の何れか又は双方を意味する
。この場合、本発明に係るカラーインクに配合される色材が全てポリマー微粒子に封入又
は吸着されている必要はなく、本発明の効果が損なわれない範囲において、該色材がエマ
ルジョン中に分散していてもよい。色材としては、水不溶性又は水難溶性であって、前記
ポリマーによって吸着され得るものであれば特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができる。前記「水不溶性又は水難溶性」とは、２０℃で水１００重量部に対し色材
が１０重量部以上溶解しないことを意味する。また、「溶解する」とは、目視で水溶液表
層又は下層に色材の分離や沈降が認められないことを意味する。
【００２５】
　本発明のインクセットにおける各インクの最大泡圧法による動的表面張力は、２５℃、
１００ｍｓの値で２５～４０ｍＮ／ｍであることが好ましい。１秒以下の短い時間での動
的表面張力は、インク着弾時のメディアへの濡れ性を示す指標である。４０ｍＮ／ｍを超
えると濡れが十分でなく、乾燥性や画像濃度が悪化することがあり、２５ｍＮ／ｍ未満で
は吐出ノズルにおける切れが悪くなり吐出安定性が低下することがある。
　本発明のインクセットにおける各インクの粘度は、２５℃で、６～２０ｍＰａ・ｓが好
ましく、６～１５ｍＰａ・ｓがより好ましい。粘度が２０ｍＰａ・ｓを超えると、吐出安
定性の確保が困難になることがある。
【００２６】
　本発明のインクセットにおける各インクでは、浸透剤として炭素数７～１１のジオール
化合物を用いることができる。炭素数が７未満では十分な浸透性が得られず、両面印刷時
に記録媒体を汚したり、記録媒体上でのインクの広がりが不十分で画素の埋まりが悪くな
るため、文字品位や画像濃度の低下が生じることがあり、１１を超えると保存安定性が低
下することがある。
　前記ジオール化合物としては、例えば、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、２，
２，４－トリメチル－１，３ペンタンジオールなどが好適である。
　ジオール化合物の添加量は０．１～２０重量％が好ましく、０．５～１０重量％がより
好ましい。添加量が少なすぎると、インクの紙への浸透性が劣り、搬送時にコロで擦られ
て汚れが発生したり、両面印字のため記録媒体の記録面を反転させる際に搬送ベルトにイ
ンクを付着させて汚れが発生したり、高速印字や両面印字に対応できないことがある。
　一方、添加量が多すぎると、印字ドット径が大きくなり、文字の線幅が広くなったり、
画像鮮明度が低下することがある。
【００２７】
　その他のインク成分としては特に制限はなく、必要に応じて適宜選択することができ、
例えば、防腐防黴剤、ｐＨ調整剤、防錆剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、酸素吸収剤、光
安定化剤などが挙げられる。
　前記防腐防黴剤としては、例えば、１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン、デヒド
ロ酢酸ナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、２－ピリジンチオール－１－オキサイドナト
リウム、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノールナトリウムなどが挙げられる。
　前記ｐＨ調整剤としては、調合されるインクに悪影響を及ぼさずにｐＨを７以上に調整
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できるものであれば特に制限はなく、目的に応じて任意の物質を用いることができ、例え
ば、ジエタノールアミン、トリエタノールアミンなどのアミン、水酸化リチウム、水酸化
ナトリウム、水酸化カリウムなどのアルカリ金属元素の水酸化物、水酸化アンモニウム、
第４級アンモニウム水酸化物、第４級ホスホニウム水酸化物、炭酸リチウム、炭酸ナトリ
ウム、炭酸カリウムなどのアルカリ金属の炭酸塩などが挙げられる。
　前記防錆剤としては、例えば、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオジグリコール
酸アンモン、ジイソプロピルアンモニウムニトライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジ
シクロヘキシルアンモニウムニトライトなどが挙げられる。
【００２８】
　前記酸化防止剤としては、例えば、フェノール系酸化防止剤（ヒンダードフェノール系
酸化防止剤を含む）、アミン系酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤、りん系酸化防止剤などが
挙げられる。
　フェノール系酸化防止剤（ヒンダードフェノール系酸化防止剤を含む）としては、例え
ば、ブチル化ヒドロキシアニソール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－エチルフェノ
ール、ステアリル－β－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート、２，２′－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール
）、２，２′－メチレンビス（４－エチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４，４
′－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、３，９－ビス｛
２－［３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニ
ルオキシ］－１，１－ジメチルエチル｝－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５，
５］ウンデカン、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル）ブタン、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、テトラキス［メチレン－３－（３
′，５′－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４′－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］メタン
などが挙げられる。
【００２９】
　アミン系酸化防止剤としては、例えば、フェニル－β－ナフチルアミン、α－ナフチル
アミン、Ｎ，Ｎ′－ジ－ｓｅｃ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、フェノチアジン、Ｎ
，Ｎ′－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－ク
レゾール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、２，４－ジメチル－６－ｔｅｒｔ
－ブチル－フェノール、ブチルヒドロキシアニソール、２，２′－メチレンビス（４－メ
チル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４，４′－ブチリデンビス（３－メチル－６
－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４，４′－チオビス（３－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェノール）、テトラキス［メチレン－３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ジヒドロキシフェニル）プロピオネート］メタン、１，１，３－トリス（２－メチル－４
－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ブタンなどが挙げられる。
　硫黄系酸化防止剤としては、例えば、ジラウリル－３，３′－チオジプロピオネート、
ジステアリルチオジプロピオネート、ラウリルステアリルチオジプロピオネート、ジミリ
スチル－３，３′－チオジプロピオネート、ジステアリル－β，β′－チオジプロピオネ
ート、２－メルカプトベンゾイミダゾール、ジラウリルサルファイドなどが挙げられる。
　リン系酸化防止剤としては、トリフェニルフォスファイト、オクタデシルフォスファイ
ト、トリイソデシルフォスファイト、トリラウリルトリチオフォスファイト、トリノニル
フェニルフォスファイトなどが挙げられる。
【００３０】
　前記紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾ
ール系紫外線吸収剤、サリチレート系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤
、ニッケル錯塩系紫外線吸収剤などが挙げられる。
　ベンゾフェノン系紫外線吸収剤としては、例えば、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキ
シベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ｎ－ドデシルオキシベンゾフェノン、２，４－
ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，２′
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，４，４′－テトラヒドロキシベンゾフェノンなどが挙げられる。
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤としては、例えば、２－（２′－ヒドロキシ－５′
－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－５′－
メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－４′－オクトキシフェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－３′－ｔｅｒｔ－ブチル－５′－
メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾールなどが挙げられる。
　サリチレート系紫外線吸収剤としては、例えば、フェニルサリチレート、ｐ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニルサリチレート、ｐ－オクチルフェニルサリチレートなどが挙げられる。
　シアノアクリレート系紫外線吸収剤としては、例えば、エチル－２－シアノ－３，３′
－ジフェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェ
ニル）アクリレート、ブチル－２－シアノ－３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェニル）
アクリレートなどが挙げられる。
　ニッケル錯塩系紫外線吸収剤としては、例えば、ニッケルビス（オクチルフェニル）サ
ルファイド、２，２′－チオビス（４－ｔｅｒｔ－オクチルフェレート）－ｎ－ブチルア
ミンニッケル（II）、２，２′－チオビス（４－ｔｅｒｔ－オクチルフェレート）－２－
エチルヘキシルアミンニッケル（II）、２，２′－チオビス（４－ｔｅｒｔ－オクチルフ
ェレート）トリエタノールアミンニッケル（II）などが挙げられる。
【００３１】
　本発明に係るインク中の固形分は、主として水不溶の色材と樹脂微粒子である。
　本発明に係るインクの粘度は、２５℃で６～１５ｍＰａ・ｓが好ましく、６．５～１２
ｍＰａ・ｓがより好ましい。粘度が１５ｍＰａ・ｓを超えると、吐出安定性の確保が困難
になることがある。
　本発明に係るインクのｐＨは、７～１０が好ましい。
【００３２】
　本発明に係るインクは、インクジェット記録方式による各種記録に適用することができ
、例えば、インクジェット記録用プリンタ、ファクシミリ装置、複写装置、プリンタ／フ
ァックス／コピア複合機などに好適に用いることができる。
　特に、２つ以上のインク吐出用ヘッド（インクジェットヘッド）を有するインクジェッ
ト記録装置に対して好適に用いることができる。即ち、主走査方向に沿って、ブラックイ
ンクと、例えば３色（シアン、マゼンタ、イエロー）のカラーインクがそれぞれ導入され
た４個のインク吐出用ヘッドがこの順に並んでおり、往路では、記録用紙に対し、ブラッ
クインクの後にカラーインクが着弾し（例えば、ブラック、シアン、マゼンタ、イエロー
の順）、復路では、カラーインクの後にブラックインクが着弾する（例えば、イエロー、
マゼンタ、シアン、ブラックの順）ようになっている。
　また、本発明に係るインクは、容器中に収容しインクカートリッジとして用いることが
できる。容器には特に制限はなく、目的に応じてその形状、構造、大きさ、材質などを適
宜選択することができ、例えば、アルミニウムラミネートフィルム、樹脂フィルムなどで
形成されたインク袋などを少なくとも有するものなどが好適に挙げられる。
　このようなインクカートリッジは、各種インクジェット記録装置に着脱可能に装着して
用いることができる。
【００３３】
　一般に、インクジェット記録方法は、インク飛翔工程を含み、必要に応じて、刺激発生
工程、制御工程などを含む。インク飛翔工程は、記録用インクに刺激を印加し、該記録用
インクを飛翔させて画像を記録する工程である。インク飛翔手段には特に制限はなく、例
えば、インク吐出用の各種のノズルなどが挙げられる。ノズル径は３０μｍ以下が好まし
く、特に１～２０μｍが好ましい。
　また、インク吐出用ヘッドの表面が撥水処理されていることが好ましく、特にシリコン
コーティングやフッ素コーティングが好ましい。
　また、インクジェットヘッド上にインクを供給するためのサブタンクを有し、該サブタ
ンクにインクカートリッジから供給チューブを介してインクが補充されるように構成する
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ことが好ましい。
　刺激発生工程における刺激には特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ
、熱（温度）、圧力、振動、光などが挙げられる。これらは１種を単独で用いても２種以
上を併用してもよい。これらの中でも、熱、圧力が好適である。
　なお、刺激発生手段としては、例えば、加熱装置、加圧装置、圧電素子、振動発生装置
、超音波発振器、ライトなどが挙げられ、具体的には、例えば、圧電素子などの圧電アク
チュエータ、発熱抵抗体などの電気熱変換素子を用いて液体の膜沸騰による相変化を利用
するサーマルアクチュエータ、温度変化による金属相変化を用いる形状記憶合金アクチュ
エータ、静電力を用いる静電アクチュエータなどが挙げられる。
【００３４】
　記録用インクの飛翔の態様には特に制限はなく、刺激の種類に応じて異なり、例えば、
刺激が「熱」の場合には、記録ヘッド内の記録用インクに対し、記録信号に対応した熱エ
ネルギーをサーマルヘッドなどを用いて付与し、該熱エネルギーにより記録用インクに気
泡を発生させ、該気泡の圧力により、該記録ヘッドのノズル孔から該記録用インクを液滴
として吐出噴射させる方法などが挙げられる。また、刺激が「圧力」の場合には、例えば
記録ヘッド内のインク流路内にある圧力室と呼ばれる位置に接着された圧電素子に電圧を
印加することにより、圧電素子が撓み、圧力室の容積が縮小し、これにより記録ヘッドの
ノズル孔から記録用インクを液滴として吐出噴射させる方法などが挙げられる。
　飛翔させる記録用インクの液滴の大きさは、３～４０ｐｌ程度が好ましく、その吐出噴
射の速さは５～２０ｍ／ｓ程度が好ましく、その駆動周波数は１ｋＨｚ以上とするのが好
ましく、その解像度は３００ｄｐｉ以上とするのが好ましい。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、カラーインク滴とブラックインク滴を重ねてブラック画像を形成する
印字方法において、双方向印字を行う際の色差が少なく、高濃度で印字できるインクジェ
ット記録用インクセット及びこれを用いたインクジェット記録方法を提供できる。
【実施例】
【００３６】
　以下、実施例及び比較例を示して本発明を更に具体的に説明するが、本発明はこれらの
実施例により何ら限定されるものではない。なお、調製例及び製造例中の「％」は、平均
粒子径（Ｄ５０％）を除き、「重量％」である。
【００３７】
調製例１（表面処理したカーボンブラック顔料分散液）
　窒素吸着比表面積が１４２ｍ２／ｇ、ＤＢＰ吸油量が１１５ｍｌ／１００ｇのカーボン
ブラック（東海カーボン製、シースト＃９）９０ｇを、２．５Ｎ規定の硫酸ナトリウム溶
液３０００ｍｌに添加し、温度６０℃、速度３００ｒｐｍで攪拌し、１０時間反応させて
酸化処理を行った。この反応液を濾過し、濾別したカーボンブラックを水酸化ナトリウム
溶液で中和し限外濾過を行った。得られたカーボンブラックを水洗いし乾燥させ、２０％
となるよう純水中に分散させた。
【００３８】
調製例２（ジアゾ化合物処理したカーボンブラック分散体の調製）
　窒素吸着比表面積が２６０ｍ２／ｇ、ＤＢＰ吸油量が６９ｍｌ／１００ｇのカーボンブ
ラック（三菱化学株式会社製、＃９６０）１００ｇ、ｐ－アミノ－Ｎ－安息香酸３４ｇ、
及び水７５０ｇを混合分散した。これに、硝酸１６ｇを滴下して７０℃で撹拌した。５分
後、５０ｇの水に１１ｇの亜硝酸ナトリウムを溶かした溶液を加え、更に１時間撹拌した
。得られたスラリーを１０倍に希釈し遠心処理して粗大粒子を除いた。その後、ｐＨをジ
エタノールアミンで調整してｐＨ８～９とし、限外濾過膜で脱塩濃縮して顔料濃度１５％
のカーボンブラック分散体とし、更に、ポリプロピレンの平均孔径０．５μｍフィルター
でろ過してカーボンブラック分散体を得た。
　このカーボンブラック分散体の平均粒子径（Ｄ５０％）を粒度分布測定装置（マイクロ



(16) JP 2010-70620 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

トラックＵＰＡ、日機装社製）で測定したところ、９９ｎｍであった。
【００３９】
合成例１（ポリマー分散液の調製）
　機械式攪拌機、温度計、窒素ガス導入管、還流管及び滴下ロートを備えた１Ｌフラスコ
内を十分に窒素ガスで置換した後、スチレン１１．２ｇ、アクリル酸２．８ｇ、ラウリル
メタクリレート１２．０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート４．０ｇ、スチレン
マクロマー（東亜合成社製、商品名：ＡＳ－６）４．０ｇ及びメルカプトエタノール０．
４ｇを仕込み、６５℃に昇温した。
　次に、スチレン１００．８ｇ、アクリル酸２５．２ｇ、ラウリルメタクリレート１０８
．０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート３６．０ｇ、ヒドロキシエチルメタクリ
レート６０．０ｇ、スチレンマクロマー（東亜合成社製、商品名：ＡＳ－６）３６．０ｇ
、メルカプトエタノール３．６ｇ、アゾビスジメチルバレロニトリル２．４ｇ及びメチル
エチルケトン１８ｇの混合溶液を２．５時間かけてフラスコ内に滴下した。
　滴下終了後、アゾビスジメチルバレロニトリル０．８ｇ及びメチルエチルケトン１８ｇ
の混合溶液を０．５時間かけてフラスコ内に滴下し、６５℃で１時間熟成した後、アゾビ
スジメチルバレロニトリル０．８ｇを添加し、更に１時間熟成した。
　反応終了後、フラスコ内に、メチルエチルケトン３６４ｇを添加し、濃度が５０％のポ
リマー溶液８００ｇを得た。
【００４０】
調製例３（フタロシアニン顔料含有ポリマー微粒子分散体の調製）
　合成例１で作成したポリマー溶液２８ｇ、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３（顔料）
２６ｇ、１ｍｏｌ／Ｌの水酸化カリウム溶液１３．６ｇ、メチルエチルケトン２０ｇ、イ
オン交換水３０ｇを十分に攪拌した後、三本ロールミルを用いて混練した。
　得られたペーストをイオン交換水２００ｇに投入し、十分攪拌した後、エバポレーター
を用いてメチルエチルケトンと水を留去し、シアン色のポリマー微粒子分散体を得た。
【００４１】
調製例４（ジメチルキナクリドン顔料含有ポリマー微粒子分散体の調製）
　調製例３で用いた顔料をピグメントレッド１２２に変更したほかは、合成例１と同様に
してマゼンタ色のポリマー微粒子分散体を得た。
【００４２】
調製例５（モノアゾ黄色顔料含有ポリマー微粒子分散体の調製）
　調製例３で用いた顔料をピグメントイエロー７４に変更したほかは、合成例１と同様に
して黄色のポリマー微粒子分散体を得た。
【００４３】
調製例６（フタロシアニン顔料分散体の調製）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を１５０ｇと、化学式４で表わされる化合物〔ポリ
オキシエチレン（ｎ＝４０）－β－ナフチルエーテル〕１２０ｇをプレミックスした後、
ディスクタイプのビーズミル（シンマルエンタープライゼス社のＫＤＬ型　メディア：直
径０．３ｍｍのジルコニアボール使用）で循環分散して顔料分散体を得た。
【００４４】
調製例７（ジメチルキナクリドン顔料分散体の調製）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を１５０ｇと、化学式４で表される化合物（ポリオキ
シエチレン（ｎ＝４０）－β－ナフチルエーテル）１００ｇをプレミックスした後、ディ
スクタイプのビーズミル（シンマルエンタープライゼス社のＫＤＬ型　メディア：直径０
．３ｍｍのジルコニアボール使用）で循環分散して顔料分散体を得た。
【００４５】
調製例８（モノアゾ黄色顔料分散体の調製）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を１５０ｇと化学式４で表される化合物（ポリオキシ
エチレン（ｎ＝４０）－β－ナフチルエーテル）１００ｇをプレミックスした後、ディス
クタイプのビーズミル（シンマルエンタープライゼス社ＫＤＬ型、メディア：直径０．３
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ｍｍのジルコニアボール使用）で循環分散して顔料分散体を得た。
【００４６】
（製造例１）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１６．０％
　・１，３－ブタンジオール…　１６．０％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール…　１．０％
　・ノニオン系界面活性剤（ソフタノールＥＰ７０２５／日本触媒製）…　１．０％
　・イオン交換水…　５８．０％
【００４７】
（製造例２）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例３の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール…　１．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５６．０％
【００４８】
（製造例３）
―マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例４の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール…　１．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５６．０％
【００４９】
（製造例４）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例５の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
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　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・２－エチル－１，３－ヘキサンジオール…　１．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００５０】
（製造例５）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１６．０％
　・１，３－ブタンジオール…　１６．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式２：ｎ＝４、ｍ＝１０、ｐ＝４、Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３）…　１．０％
　・イオン交換水…　５９．０％
【００５１】
（製造例６）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例３の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００５２】
（製造例７）
－マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例４の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００５３】
（製造例８）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
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を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例５の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５８．０％
【００５４】
（製造例９）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１６．０％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール…　１６．０％
　・フッ素系界面活性剤（化学式３：ｍ＝２、ｎ＝１０、）…　１．０％
　・イオン交換水…　５９．０％
【００５５】
（製造例１０）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１６．０％
　・１，３－ブタンジオール…　１６．０％
　・ノニオン系界面活性剤（ソフタノールＥＰ７０２５／日本触媒製）…　１．０％
　・イオン交換水…　５９．０％
【００５６】
（製造例１１）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例６の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００５７】
（製造例１２）
－マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
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を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例７の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００５８】
（製造例１３）
―イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例８の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５８．０％
【００５９】
（製造例１４）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・アクリル系樹脂エマルジョン
　　　（アクアブリッド４７２０／ダイセル化学工業製）…　３．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１４．０％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール…　１４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式２：ｎ＝４、ｍ＝１０、ｐ＝４、Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３）…　１．０％
　・イオン交換水…　６０．０％
【００６０】
（製造例１５）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例６の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・アクリル系樹脂エマルジョン
　　　（アクアブリッド４７２０／ダイセル化学工業製）…　３．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
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　・イオン交換水…　６０．０％
【００６１】
（製造例１６）
－マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例７の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・アクリル系樹脂エマルジョン
　　　（アクアブリッド４７２０／ダイセル化学工業製）…　３．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６０．０％
【００６２】
（製造例１７）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例８の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・アクリル系樹脂エマルジョン
　　　（アクアブリッド４７２０／ダイセル化学工業製）…　３．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６１．０％
【００６３】
（製造例１８）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１４．０％
　・３－メチル－１，３－ブタンジオール…　１４．０％
　・フッ素系界面活性剤（化学式３：ｍ＝２、ｎ＝１０、）…　１．０％
　・イオン交換水…　６３．０％
【００６４】
（製造例１９）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
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　・調製例６の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６３．０％
【００６５】
（製造例２０）
－マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例７の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６３．０％
【００６６】
（製造例２１）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例８の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６４．０％
【００６７】
（製造例２２）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例２の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１６．０％
　・１，３－ブタンジオール…　１６．０％
　・ノニオン系界面活性剤（ソフタノールＥＰ７０２５／日本触媒製）…　１．０％
　・イオン交換水…　５９．０％
【００６８】
（製造例２３）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
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＜インク組成＞
　・調製例６の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・トリエチレングリコール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６３．０％
【００６９】
（製造例２４）
－マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例７の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・トリエチレングリコール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６３．０％
【００７０】
（製造例２５）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例８の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１０．０％
　・トリエチレングリコール…　２０．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　６４．０％
【００７１】
（製造例２６）
－ブラック顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例１の顔料分散体…　８．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１６．０％
　・トリエチレングリコール…　１６．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式１：Ｒ１＝ＳＯ３、Ｒ２＝ＮＨ４、Ｒｆ＝ＣＦ３、ｑ＝６）…　１．０％
　・イオン交換水…　５９．０％
【００７２】
（製造例２７）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
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で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例３の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式２：ｎ＝４、ｐ＝１０、ｍ＝４、Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００７３】
（製造例２８）
－マゼンタ顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例４の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式２：ｎ＝４、ｍ＝１０、ｍ＝４、Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００７４】
（製造例２９）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例５の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・フッ素系界面活性剤
　　　（化学式２：ｎ＝４、ｍ＝１０、ｍ＝４、Ｒｆ＝ＣＦ２ＣＦ３）…　１．０％
　・イオン交換水…　５８．０％
【００７５】
（製造例３０）
－シアン顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例３の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・ノニオン系界面活性剤（ソフタノールＥＰ７０２５／日本触媒製）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００７６】
（製造例３１）
－マゼンタ顔料インクの製造－



(25) JP 2010-70620 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例４の顔料分散体…　６．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・ノニオン系界面活性剤（ソフタノールＥＰ７０２５／日本触媒製）…　１．０％
　・イオン交換水…　５７．０％
【００７７】
（製造例３２）
－イエロー顔料インクの製造－
　下記処方のインク組成物を作成し、ｐＨが９になるように水酸化リチウム１０％水溶液
で調整した。次いで、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し記録用インク
を作製した。
＜インク組成＞
　・調製例５の顔料分散体…　５．０％（固形分として）
　・グリセリン …　１２．０％
　・１，３－ブタンジオール…　２４．０％
　・ノニオン系界面活性剤（ソフタノールＥＰ７０２５／日本触媒製）…　１．０％
　・イオン交換水…　５８．０％
【００７８】
　上記のようにして製造した各インクについて、以下の特性を測定し評価した。
＜粘度＞
　Ｒ－５００型粘度計（東機産業株式会社製）を用いて、コーン１°３４′×Ｒ２４、６
０ｒｐｍ、３分間後の条件により、２５℃で測定した。
＜動的表面張力＞
　ＢＰ－２（Ｋｒｕｓｓ社製）を用いて２５℃環境で測定を行い、１００ｍｓの値を読み
取った。
＜保存安定性＞
　作成した各インク５０ｇを、ポリビン（ポリエチレン製の角瓶）に入れ、６５℃環境で
１ヶ月間保存し、増粘及び凝集の程度を下記の評価基準により評価した。増粘及び凝集の
程度（％）は、それぞれ次の式によって算出した。
　・（６５℃１ヶ月保存後の粘度）－（初期の粘度）］／（初期の粘度）×１００
　・［（６５℃１ヶ月保存後の平均粒径）－（初期の粒径）］／（初期の粒径）×１００
　なお、上記平均粒径は、日機装製のマイクロトラックＵＰＡを用い、インクを８００倍
に水で希釈して測定した平均粒径（Ｄ５０）である。
　　［評価基準］
　　　　　Ａ：増粘及び凝集は全くみられない。
　　　　　Ｂ：２％以内の増粘及び凝集が見られる。
　　　　　Ｃ：５％以内の増粘及び凝集が見られる。
　　　　　Ｄ：５％以上の増粘及び凝集が見られる。
【００７９】
実施例１～８、比較例１～３
　前記ブラックインクと各カラーインクを表１～表４に示すように組み合わせて、実施例
及び比較例のインクセットを作成し、下記のようにして評価した。
　結果を纏めて表１～表４に示す。
 
＜ブラック画像濃度＞
　主走査方向に沿って、ブラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ
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ンター（リコー製、ＩＰＳＩＯ　ＧＸ５０００）を用い、６００ｄｐｉの解像度で、ブラ
ックインクをｐｌの体積で１００％、カラーインクをｐｌの体積で５０％デューティーと
し、往路と復路における画像濃度を測定した。この場合、往路では、記録用紙に対して、
Ｋ、Ｃ、Ｍ、Ｙの順にインクが着弾し、復路では、逆順のＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋの順にインクが
着弾する。
【００８０】
＜双方向色差＞
　測定した往路と復路の画像濃度の差を求めて、以下の基準で評価した。
　　〔評価基準〕
　　　　　Ａ：色差が０．０５未満
　　　　　Ｂ：色差が０．０５以上０．１未満
　　　　　Ｃ：色差が０．１以上
【００８１】
＜カラーブリード＞
　＜ブラック画像濃度＞の測定で用いたのと同じインクジェットプリンターに各インクを
充填し、ブラック、シアン、マゼンタ、イエローの各記録用インクを表１～表４に示すイ
ンクセットとし、マイペーパー（ＮＢＳリコー製）に記録を行った。
　得られた画像の、ブラックとカラーの境界部分のブリードを目視で観察した。
　　［評価基準］
　　　　Ａ：ブラックとカラーの境界部分で滲みがなく非常に鮮明な画像である
　　　　Ｂ：ブラックとカラーの境界部分でほとんど滲みがなく鮮明な画像である
　　　　Ｃ：ブラックとカラーの境界部分で若干の滲みがみられ画像の鮮明さがやや劣る
　　　　Ｄ：ブラックとカラーの境界部分で著しい滲みがみられ画像の鮮明さがない
【００８２】
＜消泡性＞
　２５℃の環境下で、作製した各インクを試験管（内径１０ｍｍ、全長１６０ｍｍ）に５
ｍｌ入れ、１０秒間で３０回上下に振とうし、静置５分間後の泡高さを以下の基準で評価
した。
　　〔評価基準〕
　　　　　Ａ：泡高さが３ｃｍ未満
　　　　　Ｂ：泡高さが３ｃｍ以上、６ｃｍ未満
　　　　　Ｃ：泡高さが６ｃｍ以上
【００８３】
＜吐出安定性＞
　ブラック、シアン、マゼンタ、イエローの各記録用インクを表１～表４に示すインクセ
ットとして、６００ｄｐｉの解像度で連続２００枚印字を行い、吐出乱れや不吐出具合を
下記の基準により評価した。
　　［評価基準］
　　　　　Ａ：吐出乱れや不吐出は全くみられない。
　　　　　Ｂ：５ノズル以下の吐出乱れ、不吐出がある。
　　　　　Ｃ：１０ノズル以下の吐出乱れ、不吐出がある。
　　　　　Ｄ：１１ノズル以上の吐出乱れ、不吐出がある。
【００８４】
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【表１】

【００８５】
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【表２】

【００８６】
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【表４】

【００８８】
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　上記表１～表４から分かるように、ブラック顔料インクに化学式２で表されるフッ素系
界面活性剤を用いた実施例２、５、８では、双方向色差が０．０２と最も優れた効果を奏
する。化学式３で表されるフッ素系界面活性剤を用いた実施例３、６では、双方向色差が
０．０４であり、ノニオン系界面活性剤を用いた実施例１、４、７では、双方向色差が０
．０５～０．０７である。
　これに対し、カラーインクに化学式１で表されるフッ素系界面活性剤を用いない比較例
１～３では、比較例２のように、ブラック顔料インクに最も好ましい化学式２で表される
フッ素系界面活性剤を用いた比較例２であっても、満足できる双方向色差は得られない。
　なお、上記比較例１で用いた製造例２６と、前述した特許文献３の製造例８とは、組成
が類似しているにも関わらず、保存安定性の結果が異なっているが、これは、保存安定性
の条件が、特許文献３では「５０℃で３週間保存」であるのに対し、本願では「６５℃環
境で１ヶ月間保存」という厳しい条件であることによる。つまり、表面に親水性基を有し
分散剤なしで水に分散可能なカーボンブラックに対し、化学式１で表されるフッ素系界面
活性剤は、本願が想定するような厳しい環境下では増粘・凝集を引き起こすということで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】先に打ったインク滴が紙面表面近くに留まり、次に打ったインク滴が内部に浸透
する様子を示す図。（Ａ）先に打ったインク滴の状態、（Ｂ）後に打ったインク滴が内部
に浸透した状態。
【符号の説明】
【００９０】
　（α）先に打ったインク滴
　（β）後に打ったインク滴

【図１】
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